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　　「物言える自由」裁判とは・・・

　　昨年（２００４年）３月に前任校（都立高校）の卒業式に来賓として参列した池田幹子教諭が、挨拶で「色々な強制がある中でも自分で判断し、行動できる力を磨いていって下さい」と言った一言が不適切だとして都教委に事情聴取、「指導」処分にされたことに対して、精神的苦痛を受けたとして損害賠償を請求するものです。　
　ほんの些細なことがいつしかとんでもない事態になってしまう、あの「茶色の朝」のようにならないためにも私たち１人ひとりがこの裁判を見守り、支援していきたいと考え、下記のように集会を企画しました。是非おいで下さい。
記

　　　　　　　

　　　　１、日時　　２００６年２月２５日（土）　　午後２時～４時半（予定）

　　　  １、場所　　（阿佐ヶ谷）産業商工会館

　　　　　　　　　　　　　　杉並区阿佐ヶ谷南３－２－１

　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０３－３３９３－１５０１

　　　　　　　　　　　ＪＲ　総武線阿佐ヶ谷駅　徒歩６分　
　　　　　　　　　　　　　　　（中央線快速は土・日は阿佐ヶ谷駅は通過）
　　　　　　　　　　　地下鉄丸ノ内線　南阿佐ヶ谷　徒歩５分

　　　　１、内容　　・ 本人より報告　及びピアノ演奏
· 弁護士の話

· 意見交流
· 交流会発足　　
「もの言える自由」裁判交流会準備事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　０８０－３０８４－９４７７
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	フォームの終わり
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「もの言える自由」裁判


　提訴報告＆交流会発足


集会
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